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学校は地
ち

域
いき

と共に歩んでいます。宮城県内の小中学校の様子、自
じ

慢
まん

できることを、児童・生徒が紹
しょう

介
かい

します。
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学校名 石巻市立河
か

北
ほく

中学校

所在地 石巻市小船越山畑250

創 立 1981年

電 話 0225 2374

校 長 鈴木 和博

生 徒 121人

あいさつ坂で礼儀学ぶ

河北中学校の伝
でん

統
とう

の一つに「あいさ

つ坂」があります。登下校の際
さい

に全校

生徒が通るこの坂道では、先生や保護

者の方、お客さまが通るときには足を

止め、車の方を向いてあいさつします。

河北中生は３年間毎日、この坂を通る

ことで礼
れい

儀
ぎ

を身に付けます。

上り下りが大変な坂道ですが、友達

との会話を楽しみながら登下校するこ

とで仲を深めることもできます。あい

さつ坂でのあいさつは河北中の大切な

伝統の一つなので、これからも後
こう

輩
はい

た

ちへつないでいきたいです。

次回は
八乙女小（仙台市）
利府西中（利府市）
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活気あふれる運動行事

学校名 気仙沼市立松
まつ

岩
いわ

小学校

所在地 気仙沼市松崎五駄鱈５

創 立 1873年

電 話 0226 7153

校 長 佐々木 裕作

児 童 320人

松岩小学校は、気仙沼地域では児童

数が一番多く、活気にあふれています。

その中でも、特に力が入って盛
も

り上が

るのが「運動会」や「市内体育祭」な

どの運動に関する行事です。

運動会では、６年生に代々伝わる「松

小ソーラン」や、プログラムの最後を

締
し

めくくる「紅
こう

白
はく

対
たい

抗
こう

リレー」が会場

を盛り上げます。市内体育祭では、今

年もたくさんの入
にゅう

賞
しょう

を果たすことが

でき、５、６年生の応
おう

援
えん

にも力が入り

ました。松岩小の伝
でん

統
とう

としてこれから

も頑
がん

張
ば

ってほしいです。
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河
北
中
学
校
で
は
、
生
徒

会
執し

っ

行こ
う

部
を
中
心
に
校こ

う

則そ
く

の

見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
通
学
用
ス
ニ
ー

カ
ー
の
白
色
以
外
の
使
用
許き

ょ

可か

、
通
学
時
に
着
用
す
る
指

定
上
着
の
廃は

い

止し

、
髪か

み

形
に
つ

い
て
の
再さ

い

検け
ん

討と
う

な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

「
な
ぜ
こ
の
校
則
が
あ
る

の
だ
ろ
う
」
「
本
当
に
必
要

な
の
だ
ろ
う
か
」
と
何
度
も

話
し
合
い
を
重
ね
、
校
則
に

つ
い
て
真し

ん

剣け
ん

に
考
え
、
全
校

生
徒
が
よ
り
良
い
学
校
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
生
徒
の
意
見

だ
け
で
は
な
く
、
保ほ

護ご

者
の

方
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、

大
人
の
考
え
を
聴き

き
ま
し

た
。
通
学
用
靴く

つ

下
に
つ
い
て

「
白
靴
下
は
汚よ

ご

れ
や
す
い
た

め
、
黒
色
な
ど
の
他
の
色
も

許
可
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

意
見
を
参
考
に
、
本
年
度
か

ら
「
靴
下
は
白
色
の
み
」
と

い
う
校
則
を
「
黒
色
や
紺こ

ん

色

も
可
」
と
改か

い

善ぜ
ん

し
ま
し
た
。

他
に
も
、
保
護
者
の
方
の

意
見
を
ふ
ま
え
、
ツ
ー
ブ
ロ

ッ
ク
の
髪
形
を
認み

と

め
る
と
い

う
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
今
の
時
代
に
合

っ
た
よ
り
良
い
学
校
生
活
を

目
指
し
、
生
徒
が
主
体
と
な

っ
て
河
北
中
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

編集委員 畠山新
あら

大
た

、山内琥太郎、伊勢崎瑠依、今野永
えい

翔
と

（２年）

佐藤晴輝、及川歩
ほ

南
なみ

、福田陽
はる

大
と

（１年）

指導教員 布施香苗、三上晶子

よ
り
良
い
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
今
の
時
代
に

合
わ
せ
て
改
善
さ
れ
た
校
則
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地
域
の
自
然
や
歴
史
に
触
（
ふ
）
れ
る
子
ど
も
た
ち
。
羽
田
神
社

か
ら
の
眺
（
な
が
）
め

右
上

煙
雲
館

右
下

古
谷
館
八
幡
神
社

左
上

平
貝
八
雲
神
社

左
下

編集委員 木村空
そら

、吉田美
み

結
ゆ

、菊田愛
あ

珠
ず

、斉藤結
ゆい

南
な

（６年）

指導教員 松岡恵理、佐藤佑樹

私
わ
た
し

た
ち
の
学
校
は
「
海
」

「
山
」
「
川
」
に
囲か

こ

ま
れ
た

自
然
豊ゆ

た

か
な
場
所
に
あ
り
、

自
然
環か

ん

境
き
ょ
う

を
テ
ー
マ
に
し

た
学
習
が
盛さ

か

ん
で
す
。

総そ
う

合ご
う

的
な
学
習
の
時
間
で

は
、
松
岩
公
民
館
の
「
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
」
を
活

用
し
、
出
前
授じ

ゅ

業
ぎ
ょ
う

や
体
験

活
動
を
通
し
、
自
然
の
大
切

さ
や
地
域
の
方
々
の
思
い
な

ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。

見
学
や
体
験
の
後
に
は
感か

ん

謝し
ゃ

の
気
持
ち
を
込こ

め
、
手
紙

を
書
い
た
り
、
新
た
な
問
い

を
立
て
た
り
し
、
次
の
学
び

へ
と
生
か
し
て
い
ま
す
。

地
域
は
、
自
然
だ
け
で
な

く
、
歴れ

き

史し

的
な
遺い

産さ
ん

も
豊
か

で
す
。
６
年
生
は
「
探さ
ぐ

ろ
う

！
松
岩
の
地
域
遺
産
」
と
い

う
学
習
で
、
羽は

田た

神
社
、
古こ

谷や

館だ
て

八は
ち

幡ま
ん

神
社
、
平ひ

ら

貝が
い

八や

雲ぐ
も

神
社
、
松
岩
寺
、
煙え

ん

雲う
ん

館か
ん

の

見
学
に
行
き
ま
し
た
。

現げ
ん

在ざ
い

に
至い

た

る
ま
で
に
、
ど

ん
な
出
来
事
が
あ
っ
た
の

か
、
ど
ん
な
苦
労
が
あ
っ
た

の
か
、
な
ど
に
つ
い
て
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
人
と

人
と
の
関
わ
り
が
大
切
な
こ

と
を
再さ

い

確か
く

認に
ん

し
ま
し
た
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の

集
大
成
は
「
未
来
の
松
岩
を

描え
が

こ
う
」と
い
う
学
習
で
す
。

未
来
の
町
づ
く
り
に
つ
い
て

み
ん
な
で
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

①豚肉は一口大に切り、ボウルで

Ａとよく混
ま

ぜる。

豚肉のゴマだれ焼き

管理栄養士
奈良 理香子

・豚
ぶた

もも肉薄
うす

切り300㌘ ・玉ネギ½個
こ

・Ａ（ねりごま・みりん各大さじ１、みそ・しょうゆ各小さじ２、

おろしニンニク小さじ１）

・油小さじ２ ・大葉適
てき

宜
ぎ

主な材料（４人分）

ごまはカルシウムや鉄分、

亜
あ

鉛
えん

などの栄養のほかに、動

脈硬
こう

化
か

を防
ふせ

ぐ抗
こう

酸
さん

化
か

作用があ

ります。これらを体に吸
きゅう

収
しゅう

するには、ごまの皮を細かく

するのがポイント。ここでは、

すりごまをさらにすりつぶし

た練りごまを活用してみまし

ょう。

②玉ネギは縦
たて

半分にし、繊
せん

維
い

を断
た

つよう半月切りにして油で炒
いた

め

る ❶を加えて火を通す 器
うつわ

に

盛
も

り刻
きざ

んだ大葉をのせる。

① ②

向陽台小５年
（１月 日）

東宮城野小５年、南光台東小５年
（１月 日）

高砂小６年、旭丘小６年
（１月 日）

遠見塚小６年、旭丘小６年
（１月 日）

「
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
シ
テ
ィ
」
は
、
仙
台
市
内
の
小
学
５
、
６
年
生
が
お
仕
事
を
し
て

給
料
を
も
ら
い
、
買
い
物
や
納
税
を
す
る
「
小
さ
な
街
」
で
す
。
河
北
新
報
社
は
、
新
聞

づ
く
り
な
ど
の
仕
事
を
体
験
す
る
支
局
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

５ ４２０２４年２月４日(日曜日)河北新報５ ４２０２４年２月４日(日曜日)河北新報


